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生計同一の妻に対する均等割非課税措置が見直され､
所得金額が一定金額 (給与収入の場合は93万円) を超
える者に均等割が課税されます｡
○平成１７年度は２分の１ (１, ５００円)
○平成１８年度からは全額 (３, ０００円)
���������

平成18年度分以後の個人住民税について老年者控除
(48万円) が廃止されます｡
����������� !"#

○土地・建物等の長期譲渡所得に係る１００万円の特
別控除が廃止され､ 税率が１００分の４から１００
分の３.４に引き下げられました｡
○土地・建物等の短期譲渡所得に係る税率が１００分
の９から１００分の６に引き下げられました｡
'-./0�,

事業用附帯設備のみなし課税制度の創設家屋の所有
者以外の者が取り付けた事業用の附帯設備については､
これを取り付けた者を所有者とみなし､ この附帯設備
を償却資産とみなすことになりました｡
��������	
������������
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地方税法と国有資産等所在市町村交付金及び納付金
に関する法律の一部が改正され､ 土地・建物等の長期
譲渡所得に係る１００万円の特別控除が廃止されたた
め､ 関係条文の整備をしました｡
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○条例の名称が ｢母子家庭・父子家庭等｣ から ｢ひと
り親家庭等｣ に改正され､ 条文中も所要の改正がさ
れました｡
○受給資格者の所得による支給制限等は､ 児童扶養手
当制度の支給制限額に準ずることになりました｡
○医療費助成金の期間経過による支給制限は､ レセプ
トが月締めであることから起算日が改正されました｡
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○基礎課税額の限度額が52万円から53万円に､ 介護納
付金課税額の限度額が７万円から８万円に引き上げ
られました｡
○基礎課税額の算定に係る税率を引き上げ

○低所得者の軽減額を引き上げ
世帯別平等割額と被保険者均等割額の引き上げに伴
い､ 低所得者の軽減額が次のとおり引き上げられま
した｡
①世帯の所得が基礎控除額(33万円)以下の世帯の場合

②世帯の所得が基礎控除額 (33万円) を超え (基礎控
除額＋被保険者数(世帯主を除く)×24万５千円) 以
下の世帯の場合

区 分 改正前 
�b

世帯別平等割額の軽減額 9,200円 ccdeffg

被保険者均等割額の軽減額 7,200円 hdiffg

区 分 改正前 
�b

世帯別平等割額の軽減額 13,800円 cjdhffg

被保険者均等割額の軽減額 10,800円 cedjffg

区 分 改 正 前 
 � b

所 得 割 率 ６.９％ klmn

資 産 割 率 ２０％ opn

世 帯 別 平 等 割 額 23,000円 ehdfffg

被 保 険 者 均 等 割 額 18,000円 ecdfffg
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◇児童手当は､ 保護者や養育者などが申請しないと支給されません｡

対象となるお子さんがいる方は､ 役場の住民課 (児童係) へ申請書を提出してください｡

ただし､ ４月以降に白子町に転入された方は､ 前住所地での申請も必要になります｡

(公務員の方は勤務先へ申請書を提出してください｡)

◇申請書のほかに ｢年金加入証明書｣ や ｢所得証明書｣ などを添付していただくことがあります｡

◇所得が一定額以上の方には支給されません｡

���������������

���������

��������	
��に申請すると､ 平成16年４月分までを上限としてさかのぼって支給されます｡

(９月以前に支給要件に該当していた月分に限ります｡)
��ただし､ ９月に申請した場合10月の支払いに間に合わない場合がありますので早めに提出して下さい｡

� !"����	
�#$����

小学校２・３年生のお子さんもいる場合は､ 平成16年９月30日までに ｢額改定請求書｣ を提出して下さい｡

平成16年10月１日以降に申請した場合､ 申請した月の翌月分からの支給となります｡

平成16年３月まで支給を受けていた小学校１年生のお子さんについては ｢額改定請求書｣ は必要ありません｡

�������������

現況届の提出期限は���	
���です｡ まだ提出していない方は早めに提出して下さい｡
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告
示

６
月
24
日

(

木)

か
ら

投
票

７
月
11
日

(

日)

ま
で

�
�
�
�
	


�
�

○
昭
和
59
年
７
月
12
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
。

○
平
成
16
年
３
月
23
日
ま
で
に
住
民
登
録

さ
れ
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

※
平
成
16
年
３
月
24
日
以
降
に
白
子
町
に

転
入
さ
れ
た
方
は
白
子
町
で
投
票
で
き

ま
せ
ん
。(

前
住
所
地
で
投
票
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。)

�
�

�
�
�

○
選
挙
当
日
に
仕
事
や
旅
行
、
行
事
、
疾

病
な
ど
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
見
込
み

の
方
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
入
場
券
を
持
参
の
う
え
、

期
日
前
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

○
期
間

６
月
25
日

(

金)

か
ら

７
月
10
日

(

土)

ま
で

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

○
場
所

役
場
第
３
会
議
室

(

２
階)

�
�
�
	
�
�
�

○
千
葉
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

病
院
、
法
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
っ

て
い
る
方
は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
	
�
�
�
�
�
�

○
勤
務
先
、
旅
行
先
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
も
投
票
が
で
き
ま
す
。
希
望
の
方
は

早
め
に
白
子
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
不

在
者
投
票
の
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
	
�
�
�
�
�
�

○
白
子
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

｢

郵
便

投
票
証
明
書｣

の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
は
、
自
宅
で
郵
便
に
よ
る
投
票
が
で

き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

７
月
７
日

(

水)

ま
で
に�

�
�
�

�
�
�
�
�

を
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ

呈
示

(

郵
送
か
代
理
人
が
持
参)

し
て

く
だ
さ
い
。
公
示
日

(

６
月
24
日)

前

で
も
請
求
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
町
選

挙
管
理
委
員
会(

総
務
課)

へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
�
３
３
―
２
１
１
１

�
�

�
�

�
�

�
�

�
	


�



各
種
事
務
事
業
・
都
市
計
画
事
業

の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
３
月
の
協
議

会
で
継
続
協
議
と
な
っ
た
案
件
で
す

が
、
土
地
区
画
整
理
事
業
組
合
施
行

に
つ
い
て
は
地
元
の
事
情
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
都
市
公
園
や
運
動
公
園

は
同
じ
よ
う
な
施
設
な
の
に
所
管
課

が
違
い
、
借
り
る
と
き
に
課
が
違
う

の
は
住
民
に
分
か
り
づ
ら
い
な
ど
の

意
見
が
あ
り
、
今
回
も
継
続
協
議
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
の
議
員
定
数
と
任
期

に
つ
い
て
小
委
員
会
で
検
討
し
た
結

果
、
合
併
特
例
法
を
適
用
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
が
、
在
任
特
例
を
適

用
す
る
か
定
数
特
例
を
適
用
す
る
か

意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、
協
議
会
に
委

ね
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

在
任
特
例
を
適
用
す
る
場
合
は
、

任
期
を
合
併
後
１
年
と
し
、
報
酬
は

茂
原
市
と
郡
部
の
中
間
と
す
る
こ
と
。

定
数
特
例
を
適
用
す
る
場
合
は
定
数

を
48
名
と
し
、
報
酬
を
茂
原
市
の
額

と
す
る
こ
と
で
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、

各
市
町
村
の
委
員
か
ら
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
、
宗
島
委
員
も
合
併
後
に

決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
、
在
任
特
例
を
適

用
し
た
方
が
良
い
と
発
言
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
議
場
や
報
酬
額
な
ど
多
く

の
問
題
が
あ
り
、
結
論
が
出
ず
に
継

続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。

�
�
�

�
�

○
長
生
郡
市
合
併
協
議
会
委
員
の
変

更
に
つ
い
て

○
長
生
郡
市
合
併
協
議
会
会
長
及
び

副
会
長
の
選
任
に
関
す
る
協
議
書

の
変
更
に
つ
い
て

�
�
�

�
�

○
平
成
15
年
度
長
生
郡
市
合
併
協
議

会
決
算
認
定
に
つ
い
て

�
�
	



�
�
�
�

○
各
種
事
務
事
業
・
総
務
関
係
事
業

の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
各
種
事
務
事
業
・
財
務
関
係
事
業

の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
各
種
事
務
事
業
・
企
画
関
係
事
業

の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
各
種
事
務
事
業
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
策
の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
各
種
事
務
事
業
・
姉
妹
都
市
・
国

際
交
流
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
各
種
事
務
事
業
・
男
女
共
同
参
画

事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
各
種
事
務
事
業
・
保
育
事
業
の
取

扱
い
に
つ
い
て

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

○
各
種
事
務
事
業
・
都
市
計
画
事
業

の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
議
会
の
議
員
定
数
及
び
任
期
の
取

扱
い
に
つ
い
て

�

���
�
�
�
�
�

�
�

７
月
12
日

(

月)

午
後
１
時
30
分
か
ら

�
�
�

茂
原
市
役
所
市
民
室

�

���
�
�
�
�
�

�
�

７
月
29
日

(

木)

午
後
１
時
30
分
か
ら

�
�
�

睦
沢
町
ゆ
う
あ
い
館

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

傍
聴
定
員
は
１
０
０
名
で
す
。

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
午
後
１

時
15
分
ま
で
に
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
定
員
を
上
回
る
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

�
�
�

���
	
�



午
後
３
時
〜

関
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

�
�
�

���
	
�



午
後
６
時
30
分
〜

白
潟
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

�
�
�

���
	
�



午
後
６
時
30
分
〜

南
白
亀
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

�
�

�
�

企
画
課

�
３
３－

２
１
１
１

(

内
２
３
２)
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���������			


���������������������������
������������			������������������������������

��

��  ��
��

		



��
��
��
��
��

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
!

"
#
�
$
%
�
&
�
�
'
(
)
*
�
+
,
�

-
.
/
0
1
2
3

4
�
�
�
�
5
6
7
6
8
9
:
)
;
"
.
/
�
�
�
.
/
�
�
<

=
1
2
3
4
�
>
(
?
@
:
A
<
)
B
C
�
�
�
D
7
6
8
9
E

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�



������ (�)

�������������������
�������������������
�������������������

�������������������
�������������������
�������������������
�������������������
�������������������
																			




















�������������������
�������������������


�������������������
�������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


○
公
共
施
設
の
利
便
性
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
・
・
・
・
・
45�
８
％

○
介
護
保
険
制
度
や
福
祉
対
策
な
ど
の
一
層
の
充
実
・
・
・
・
・
45�
７
％

○
職
員
数
や
議
員
数
の
削
減
な
ど
行
政
内
部
の
効
率
化
・
・
・
・
41�
９
％

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�


○
区
域
が
広
く
な
り
地
域
の
声
が
行
政
に
反
映
さ
れ
に
く
く
な
る
・
・
・
・
50�
１
％

○
中
心
部
だ
け
よ
く
な
り
周
辺
部
は
取
り
残
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
・
・
・
48�
９
％

○
地
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
・
・
・
・
・
・
・
・
38�
７
％

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�


 
!
"
 
�
�


○
保
健
・
医
療
・
福
祉
が
充
実
し
た
地
域
・
・
・
・
・
77�
５
％

○
災
害
事
故
等
の
少
な
い
安
全
・
安
心
な
地
域
・
・
・
50�
３
％

○
教
育
・
文
化
が
充
実
し
た
地
域
・
・
・
・
・
・
・
・
43�
３
％

�
#
�
�
�
�
$
%
&
'
�
(
�


○
保
健
・
医
療
と
福
祉
の
充
実
・
・
・
・
・
・
・
・
・
65�
６
％

○
生
活
環
境
の
整
備
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
43�
１
％

○
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
36�
６
％

�
�
�
�


�
�
 


!
"
#
$
%
&
'


(

町
長
と
助
役
、
収
入
役
、
教
育
長
は
合
併
と
同
時
に
失
職
し
ま
す
。

新
し
い
市
長
は
合
併
後
50
日
以
内
に
選
挙
を
実
施
し
て
決
定
し
ま
す
。
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主
に
道
路
の
建
設
改
良
や
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、
複
合
体
育
館
の
建
設
事
業
な
ど
を

要
望
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
3
4
5


6
7
8
9
#
$
%
:
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(

具
体
的
に
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
在
の
茂
原
市
役
所
を
本
庁
舎
と
し

て
、
各
町
村
の
役
場
を
総
合
支
所
と
す
る
よ
う
な
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
総
務
課
や
企
画
課
な
ど
は
本
庁
に
集
約
さ
れ
、
住
民
生
活
と
密
接
に
関
係

す
る
住
民
課
や
保
健
福
祉
課
、
事
業
部
分
の
産
業
課
や
建
設
課
な
ど
は
総
合
支
所
に

設
置
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
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現
在
は
、
や
り
た
い
こ
と
も
や
れ
な
い
よ
う
な
状
況
で
す
が
、
新
市
の
建
設
計
画
を

き
ち
ん
と
作
る
こ
と
で
そ
れ
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
、
ま
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
も

今
よ
り
も
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
合
併
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
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(

今
年
か
ら
法
律
が
改
正
さ
れ
、
市
と
町
村
の
県
町
民
税
均
等
割
額
は
同
額
と
な
り

ま
し
た
。
合
併
後
も
そ
の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。
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E
7
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3
F
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G
H
#
I
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(

い
つ
ま
で
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
当
面
は
値
上
げ
の
議
論
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
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白
子
荘
の
経
営
状
況
は
大
変
厳
し
く
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど
た
く
さ
ん
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
町
で
も
現
在
見
直
し

を
し
て
い
ま
す
。
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議
員
の
定
数
に
つ
い
て
は
次
の
３
つ
の
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

１.

合
併
特
例
法
を
適
用
せ
ず
、
定
数
を
34
人
と
し
て
選
挙
を
行
う
。

２.

合
併
特
例
法
の
定
数
特
例
を
適
用
し
て
定
数
を
２
倍
の
64
人
に
す
る
。

３.

合
併
特
例
法
の
在
任
特
例
を
適
用
し
、
現
在
の
議
員
１
３
４
人
を
存
続
さ
せ
任

期
を
２
年
以
内
と
す
る
。

報
酬
は
茂
原
市
と
町
村
の
中
間
と
す
る
こ
と
で
議
論
を
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
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現
在
、
長
生
郡
内
に
は
96
人
の
農
業
委
員
が
い
ま
す
。
農
業
委
員
の
定
数
は
合
併

特
例
法
を
適
用
し
て
も
最
高
で
80
人
し
か
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

小
委
員
会
で
検
討
し
た
結
果
、
オ
ー
バ
ー
す
る
16
人
を
調
整
す
る
た
め
、
各
地
区

の
農
業
委
員
で
互
選
を
す
る
と
い
う
案
が
だ
さ
れ
ま
し
た
が
、
承
認
さ
れ
な
か
っ
た

た
め
、
ほ
か
の
案
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

職
員
数
は
削
減
計
画
を
た
て
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
は
住
民
１
０
０
人
当
た
り
に

職
員
１
人
と
い
わ
れ
、
新
市
の
人
口
を
約
16
万
人
と
す
る
と
適
正
な
職
員
数
は
１
６

０
０
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
長
生
郡
市
の
職
員
数
約
１
９
０
０
人
か
ら
一
度
に
３
０
０
人
減
ら
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
定
年
な
ど
で
退
職
す
る
人
数
の
４
割
程
度
を
採
用
す
る
よ
う
に

し
て
段
階
的

(

10
年
間)

に
減
ら
し
て
い
く
計
画
で
す
。

�
�
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新
市
の
予
算
の
中
で
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
事
実
で
す
が
、
白
子
町

の
住
民
が
今
よ
り
も
財
政
的
に
厳
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
合
併
特
例
債
の
優
遇
処
置
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
市
建
設
計
画
の
中
に
町

村
で
実
施
す
る
事
業
を
多
く
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
合
併
特
例
債
は
国
が
７
割
を
持
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
残
り
の
３
割
は
新
市

で
借
金
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
後
々
の
こ
と
を
考
え
て
事
業
は
控
え
め
に
し
、

半
分
く
ら
い
に
し
よ
う
と
い
う
考
え
で
す
。

�
'
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)
*
�
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+
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,
-
�
�
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1
2
3
*


4
5
�
6
�
,
7
8
�
9
/
3
:
%
;

�

少
子
化
対
策
の
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
り
、
子
ど
も
が
増

え
て
い
る
か
と
い
う
と
実
際
に
は
増
え
て
い
ま
せ
ん
。
出
産
祝
い
金
に
つ
い
て
は
、

対
象
者
や
金
額
の
見
直
し
を
図
り
、
新
市
に
引
き
継
ぐ
方
向
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
2
3
<
=
>
,
?
@
�
A
�
,
�

�
B
C
>
,
	
D
E
F
�

茂
原
市
だ
け
で
な
く
白
子
町
も
財
政
的
に
は
苦
し
く
、
長
生
郡
内
は
大
差
の
な
い

財
政
状
況
な
の
で
将
来
的
な
懸
念
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ゴ
ミ
や
水
道
、
消
防
の
広
域
行
政
は
全
国
で
指
折
り
の
体
制
が
整
っ
て

お
り
、
こ
れ
を
分
け
る
こ
と
は
無
駄
に
も
な
る
の
で
、
全
部
が
一
つ
に
な
っ
て
今
ま

で
や
っ
て
き
た
良
い
も
の
を
維
持
し
な
が
ら
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
(
�
G
H
�
�
	


�
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�
�

新
た
に
工
場
誘
致
を
す
る
考
え
は
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
不
可
能
に
近
い
と
思
い
ま
す
。

地
場
産
業
の
活
性
化
も
大
切
で
す
が
、
千
葉
県
で
も
観
光
立
県
を
目
指
し
て
お
り
、

そ
の
部
分
を
も
っ
と
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
地
域
が
元
気
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
大
学
な
ど
教
育
機
関
の
誘
致
で
す
。
茂
原
市
に
は
高
校
は
あ
り
ま
す

が
、
専
門
学
校
や
大
学
が
あ
り
ま
せ
ん
。
立
地
条
件
で
は
東
金
市
や
勝
浦
市
よ
り
も

有
利
だ
と
思
う
の
で
、
こ
う
い
う
こ
と
も
地
域
の
活
性
化
の
手
段
だ
と
思
い
ま
す
。

�
J
K
L
M
	
N

�
�

今
の
段
階
で
は
議
会
の
議
決
が
最
終
の
決
定
機
関
で
あ
り
、
各
市
町
村
の
議
会
で

決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
後
、
合
併
協
議
会
で
住
民
投
票
が
必
要
だ
と
い
う
議
論
が
さ
れ
れ
ば
、

条
例
を
制
定
し
各
市
町
村
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�
�
�
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�
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�
�

�
�

現
実
に
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が
こ
こ
３
年
間
で
約
５
億
円
減
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
併
せ
ず
に
、
こ
れ
以
上
地
方
交
付
税
が
減
ら
さ
れ
る
と
、
委
員
や
職
員
、
事
業

も
減
ら
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
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指
揮
者

小

高

晃

史

(

第
３
分
団
第
３
部)

１
番
員

小

川

正

美

(

第
２
分
団
第
２
部)

２
番
員

片

岡

雄

一

(

第
２
分
団
第
２
部)

３
番
員

田

辺

修

一

(

第
２
分
団
第
２
部)
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指
揮
者

斉

藤

直

光

(

第
１
分
団
第
１
部)

１
番
員

鶴

岡

和

之

(

第
１
分
団
第
１
部)

２
番
員

片

岡

一

弥

(

第
３
分
団
第
２
部)

３
番
員

御

園

勝

(

第
３
分
団
第
２
部)

４
番
員

上

代

勲

(

第
１
分
団
第
１
部)
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消
防
用
機
械
器
具
の
取
り
扱
い

と
操
作
方
法
は
、
細
か
く
基
準
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分

の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
１
か
月
以

上
夜
間
訓
練
を
行
い
、
北
消
防
署

の
署
員
か
ら
指
導
を
受
け
て
き
ま

し
た
。
消
防
操
法
大
会
は
、
そ
の

訓
練
の
成
果
を
発
表
す
る
場
で
、

消
防
操
法
技
術
の
向
上
と
士
気
高

揚
を
図
る
た
め
に
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

６
月
13
日

(

日)

、
第
７
支
団

消
防
操
法
大
会
が
役
場
駐
車
場
で

行
わ
れ
、
雨
の
後
で
足
場
が
悪
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
選
手
た
ち
は

真
剣
に
臨
み
、
会
場
に
は
指
揮
者

の
凛
と
し
た
声
が
響
き
、
機
敏
で

緊
張
感
あ
る
競
技
に
周
囲
か
ら
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
で
は
第
１

分
団
第
１
部

(

浜
宿
東)
が
、
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
は
第
２
分

団
第
２
部

(

五
井
西
・
古
所
西)

が
優
勝
し
、
６
月
27
日(

日)

に
行

わ
れ
た
長
生
支
部
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。
個
人
賞
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。
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火
点
は
前
方
の
標
的
。
水
利
は

右
側
後
方
の
防
火
水
槽
。｣

の
大
き

な
声
の
号
令
と
勢
い
の
い
い
動
作
は
、

こ
の
時
期
の
消
防
団
の
年
中
行
事
、

ポ
ン
プ
操
法
大
会
を
目
指
し
て
の
訓

練
風
景
で
す
。

消
防
団
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時

代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
が
江
戸
南
町

奉
行
大
岡
越
前
守
に
命
じ
、
町
火
消

｢

い
ろ
は
四
十
八
組｣

を
設
置
さ
せ
、

こ
れ
が
現
在
の
消
防
団
の
前
身
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
純
然
た
る

自
治
組
織
で
あ
り
、
組
員
も
無
報
酬

で
し
た
の
で
、
今
で
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
元
祖
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。そ

の
後
、
昭
和
の
前
半
は
軍
の
指

導
で
防
護
団
、
警
防
団
等
名
称
を
変

え
、
戦
後
昭
和
二
十
二
年
に
現
在
の

消
防
団
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

長
生
郡
市
の
消
防
団
は
、
広
域
市

町
村
圏
組
合
の
発
足
に
合
わ
せ
て
す

で
に
統
合
さ
れ
、
茂
原
市
に
三
支
団
、

各
町
村
に
一
支
団
ず
つ
の
九
支
団
体

制
が
と
ら
れ
、
白
子
町
は
第
七
支
団

で
十
五
部
に
一
七
六
人
の
団
員
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ひ
と
昔
前
ま
で
は
火
事
と
い
う
と
、

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
て
も
ハ
ッ
ピ

を
ひ
っ
か
け
火
事
場
に
飛
ん
で
行
き

消
火
に
あ
た
り
ま
し
た
。
万
一
、
大

き
な
火
事
な
ど
で
全
焼
で
も
し
た
場

合
は
後
片
付
け
ま
で
手
伝
っ
た
り
し

ま
し
た
。

近
年
は
、
常
設
の
消
防
体
制
が
で

き
、
郡
市
内
に
は
四
署
四
分
遣
所
が

設
置
さ
れ
、
二
二
二
人
の
署
員
が
火

災
や
救
急
に
備
え
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
昨
年
度
の
火
災
発
生
件

数
は
九
〇
件
で
、
平
均
す
る
と
四
日

に
一
件
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
救
急
出
動
は
年
間

六
七
四
五
件
で
一
日
に
平
均
十
八�

五
件
。
郡
市
内
で
こ
れ
ほ
ど
多
く
の

人
が
病
気
や
ケ
ガ
で
救
急
車
の
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
消
防
団
不
要
論
も
あ
り

ま
す
が
、
地
震
や
台
風
な
ど
大
き
な

災
害
が
発
生
し
た
時
に
は
、
消
防
団

に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
阪

神
淡
路
大
震
災
の
時
な
ど
の
事
例
を

み
て
も
明
ら
か
で
す
。

む
し
ろ
、
今
ま
で
以
上
に
消
防
団

を
中
心
に
自
主
防
災
の
体
制
を
き
ち

ん
と
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。

今
、
消
防
団
が
抱
え
て
い
る
共
通

の
問
題
は
団
員
不
足
と
機
動
力
不
足
。

昔
に
比
べ
団
員
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が

多
く
、
活
動
に
対
し
て
勤
務
先
の
理

解
を
得
ら
れ
な
い
、
ま
た
遠
く
の
会

社
に
勤
務
し
て
い
て
い
ざ
と
い
う
時

に
団
員
の
役
割
を
果
た
せ
な
い
な
ど
、

今
の
社
会
情
勢
を
背
景
に
し
た
問
題

が
多
く
出
て
い
ま
す
。

常
備
防
災
体
制
が
充
実
し
た
近
年
、

火
事
や
救
急
は
そ
れ
に
任
せ
、
火
災

防
止
の
啓
蒙
、
啓
発
、
地
域
ぐ
る
み

の
防
災
の
組
織
づ
く
り
な
ど
、
安
全

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
が
消
防
団
の
テ
ー
マ
で
す
。

そ
れ
は
、
今
頑
張
っ
て
い
る
団
員

を
理
解
し
応
援
す
る
こ
と
か
ら
始
ま

る
と
思
い
ま
す
。
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風しんウィルスに感染すると２～３週間の潜伏期間の後､ 発熱
とともに全身に淡い発疹がでます｡ 通常､ 発熱と発疹が３日でな
くなるので ｢三日ばしか｣ ともいわれています｡
風しんの合併症には､ 脳炎・血小板減少性紫斑病などがあり､

大人になってからかかると重症になる場合があります｡ 風しんは
予防接種で防ぐことができます｡ お子さんがかからないように予
防接種を受けましょう｡
※１～７歳半までは公費でできます｡(原則は麻しん予防接種の後)
���������	
��������
��������	�������� !
妊娠初期の方が風しんにかかると､ 生まれてくる子が難聴・心

奇形・先天性白内障の２つ以上を持って生まれてくる可能性が高
くなります｡ その他に子宮内での発育の遅れや､ 精神運動の発達
の遅れ・緑内障なども見られます｡ 先天性風疹症候群のウィルス
特異的な治療法はありません｡ 風しんの予防接種を受けていない
方､ かかったことのない方は､ 予防接種をお勧めします｡

��������	
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(変更前) ３冊まで１週間
��������	
��

��������	�

・蛇にピアス (金原ひとみ)
・蹴りたい背中 (綿矢りさ)
・水滸伝 (北方謙三)
・クライマーズハイ (横山秀夫)
・名もなき勇者たち (落合信彦)

����

・きつねのかみさま
・ディズニーの読み聞かせ絵本
・ひとりじゃないから
・十五少年漂流記
・サッカーキッズ物語 他
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右の表は､ 夫か妻のどちらか
に所得 (収入) のある世帯と単
身世帯の場合で免除の対象とな
る目安の額です｡

本人・配偶者・世帯主のそれぞれの所得
(収入) が表の額以下であれば免除の対象に
なります｡ (世帯員数は､ 住民税の扶養控除
の人数です｡)
��������	
��������

����������

その他､ 災害や失業､ 事業の休止・廃止な
ども特例で対象になる場合があります｡ 申請
には添付書類が必要です｡ (雇用保険受給資
格者証･離職票･貸付決定通知書など)
詳しくは､ 年金係にご相談ください｡
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保健福祉課 年金係

�３３－２１１１(内１２３)

� !"�#$%!	��&�'�(�)*�+�& ',
�

世帯員数 全額免除 半額免除

-.)*& /012.'

1�3.
456789:6;<

１６４万円

(２６０万円)

２８５万円

(４２４万円)

=.)*& /013.'

1
456;<

１２９万円

(２１０万円)

２１５万円

(３３３万円)

2.)*& /�>'
９４万円

(１５９万円)

１７２万円

(２７１万円)

�?@)*�+�

世帯員数 全額免除 半額免除

?@)*
３５万円

(１００万円)

８５万円

(１５０万円)

全 額 免 除 半 額 免 除 未 納

ABCDEF�GH�IJ�
GKLMNO	�PQ�!R

受給資格期間に入ります｡
保険料半額を２年以内に納
めると受給資格期間に入り
ます｡

受給資格期間に入りま
せん｡

GHS�ABCDEF�T	
U�(PQ�!R

免除期間は年金額に３分の
１が反映されます｡

半額免除期間は年金額に３
分の２が反映されます｡ 年金額に反映しません｡

VWCDEFXYZCDEF
�GH�[\
R

保険料を納めたときと同じ
扱いです｡

保険料を納めたときと同じ
扱いです｡

年金を受けられない場
合もあります｡

]!%^_`�aJ�b[

�\Q�!R

10年以内なら納めることが
できます｡
&=Ec!%deTf�'

10年以内なら納めることが
できます｡
&=Ec!%deTf�'

２年を過ぎると納める
ことができません｡
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現
在
、
町
の
観
光
協
会
長
と
し

て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
長
島
俊
之

さ
ん
は
、
自
宅
が
海
に
近
い
こ
と

も
あ
り
子
ど
も
の
頃
か
ら
海
と
と

も
に
生
活
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
に
自
然
保
護
指

導
員
に
委
嘱
さ
れ
て
か
ら
は
、
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ゴ
ミ
の
漂
着
状

況
な
ど
を
報
告
し
、
同
時
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
海
岸
清
掃
も
行
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
砂
浜
へ
の
車

両
乗
入
れ
規
制
が
始
ま
っ
て
か
ら

は
海
岸
で
啓
発
活
動
を
行
い
、
希

少
な
動
植
物
の
保
護
を
訴
え
、
ウ

ミ
ガ
メ
や
コ
ア
ジ
サ
シ
な
ど
の
産

卵
時
期
に
は
毎
日
海
岸
を
訪
れ
保

護
活
動
に
励
む
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

中
心
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
千
葉
県
地
域
環
境
功
労
者

と
し
て
、
六
月
二
十
四
日
、
県
庁

で
千
葉
県
知
事
よ
り
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
長
島
さ
ん
は

｢

海

は
昔
と
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
。
何

と
か
き
れ
い
な
海
岸
を
残
し
た
い
。｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
七
十
六
歳
。
周
囲
か
ら
の

信
望
も
厚
く
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

������ (��)

五
月
下
旬
、
白
潟
・
南
白
亀
・

関
の
各
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
町
主
催
の

『

市
町
村
合
併
に

関
す
る
懇
談
会』

が
開
か
れ
、
い

ず
れ
も
三
十
名
前
後
の
町
民
の
皆

さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。
毎
回
、

林
町
長
の
合
併
に
関
す
る
経
過
説

明
の
あ
と
、
質
問
、
意
見
、
要
望

が
続
き
ま
す
。
合
併
に
関
心
を
持

つ
方
が
参
加
さ
れ
る
た
め
と
思
い

ま
す
が
、
三
つ
の
会
を
通
し
て
、

町
内
の
合
併
へ
の
理
解
が
進
ん
で

い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

合
併
協
議
会
で
は
現
在
、
住
民

説
明
会
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『

未
来

へ
向
け
て』

を
作
成
し
て
い
ま
す

が
、
合
併
の
必
要
性
と
し
て
①
少

子
・
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
②

国
・
地
方
を
通
じ
た
財
政
の
悪
化
、

③
地
方
分
権
の
推
進
、
④
住
民
の

日
常
生
活
圏
の
拡
大
、
⑤
住
民
要

望
の
多
様
化
、
の
五
つ
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
今
ま
で
は
①
を
三
番
目

に
、
②
を
最
下
位
に
お
い
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
、
重
要
度
の
順
に

入
れ
替
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
中
国
の
よ
う
な
高
度
経

済
成
長
は
、
わ
が
国
で
は
一
九
六

〇
年
代
で
終
わ
り
、
ほ
ぼ
三
〇
年

前
の
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

(

昭
和
四
十
八
年
・
一
九
七
三)

以
降

｢

建
設
国
債｣

に
よ
る
財
政

赤
字
が
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
昭

和
五
十
五
年

(

一
九
八
〇)

に
消

費
税
導
入
に
つ
ま
ず
い
た
大
平
内

閣
。｢

増
税
な
き
財
政
再
建｣

を

う
た
っ
た
鈴
木
内
閣
の
総
辞
職
。

｢

中
曽
根
民
活｣

が
招
い
た
狂
乱

地
価
、
増
税
も
失
速
。
竹
下
内
閣

で
消
費
税
導
入

(

一
九
八
九)

。

海
部
内
閣
で
財
政
再
建
成
ら
ず
バ

ブ
ル
崩
壊
。
村
山
内
閣
で
地
方
分

権
推
進
法
成
立

(

時
限
立
法)

。

橋
本
内
閣
で
消
費
税
五
％
に
引
上

げ
。
小
渕
内
閣
で
地
方
分
権
一
括

法
が
成
立
、
今
日
に
至
り
ま
す
。

す
で
に
何
度
か
財
政
赤
字
の
こ

と
を
書
き
ま
し
た
が
、
国
債

(

国

の
借
金)

の
発
行
残
高
が
累
積
し

て
も
景
気
が
よ
く
な
り
税
収
が
増

え
れ
ば
問
題
が
な
い
の
は
誰
で
も

わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
政
府
が
増

税
や
歳
出
削
減
に
よ
っ
て
財
政
再

建
を
果
た
せ
ば
、
常
識
的
な
範
囲

の
財
政
赤
字
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
過
去
三
十
年
間
、
景
気
は

持
続
せ
ず
財
政
再
建
も
実
ら
ず
赤

字
が
膨
ら
み
続
け
ま
し
た
。

今
年
に
入
り
全
国
的
に
市
町
村

合
併
へ
の
動
き
が
急
で
す
が
、
国

は｢

合
併
特
例
法
の
一
部
を
改
正｣

し
て
さ
ら
に
こ
れ
を
あ
と
押
し
し
、

地
方
へ
三
兆
円
の
税
源
移
譲
を
明

示
し
て
、
財
政
再
建
・
地
方
分
権

に
本
腰
を
入
れ
て
い
ま
す
。

林
町
長
は
終
始
一
貫｢

住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
か
ぬ
た
め
の
合

併
だ｣

と
懇
談
会
で
語
っ
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
現
実
を
直
視
し
た
重

い
一
言
で
す
。(

高
橋
昭
彦)

『

九
十
九
里
浜
の
詩』

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
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氏 名 保護者 自 治 区

� 野 果
か

歩
ほ

勝 美 牛 込 東

高 山 翔
しょう

吾
ご

誠 八 斗 東

大 矢 悠
ゆう

太
た

良 太 八 斗 東

石 井 佑
ゆ

実
み

秀 行 福 島

田 邉 拓
たく

未
み

一 茂 五 井 西

大 野 美
み

瑠
る

聡 昭 浜 宿 西

薄 葉 汐
しお

音
ね

規 人 五 井 西

森 愛
あい

里
り

和 範 八 斗 東

北 田 悠
ゆう

真
ま

光 正 南 日 当

田 邉 快
かい

義 晴 五 井 西

氏 名 年齢 世帯主 自 治 区

吉 田 英 美 47 カ ズ 剃 金 東

吉 井 博 彦 57 絹 子 北高根東

岡 澤 � 子 53 よ し 南 日 当

大多和 春 江 92 文 � 南 日 当

長 � 八千代 90 秀 樹 剃 金 西

居 川 眞 司 46 克 史 北 川 岸

片 岡 清 治 86 喜 男 古 所 西

椎 名 勇 65 シゲ子 牛込新田

� 持 隆 � 68 本 人 幸 治 東

石 井 ミツ子 73 國 治 福 島
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犯罪や非行は地域社会で生まれます｡

その防止には､ みんながそれぞれの立場で協力しあい､ 地域ぐ

るみで取り組むことが必要です｡ １人ひとりが自らの問題として

犯罪や非行の防止と､ 罪を犯した人の立ち直りの支援に取り組み､

家庭から近隣へ､ 近隣から地域社会へとその輪が広がることが求

められています｡

このことをみんなが理解し､ 力を合わせて犯罪や非行のない明

るい社会にしようとするのが 『社会を明るくする運動』 です｡

毎年７月は 『社会を明るくする運動』 強化月間です｡

白子町 『社会を明るくする運動』実施委員会では､ ７月18日(日)

に啓発活動を行います｡

白子町には､ 罪を犯した人の立ち直りの支援と地域社会の浄化

のため､ 保護司と更生保護女性会が活動しています｡ 青少年問題

などでお困りの方は､ お近くの保護司にご相談ください｡

○����� 保健福祉課 福祉係 �33－２１１１ (内181)

���	

氏 名 自 治 区 電話番号

秋 葉 覺 牛 込 中 33－4750

古 山 陽 子 関 東 33－3360

斎 藤 治 夫 北 高 根 東 33－5520

三 橋 吉 辰 浜 宿 西 33－2418

吉 野 勝 智 幸 治 西 33－4601

篠 崎 義 則 中 里 中 33－4668

緑 川 良 一 古所南川岸 33－3188

�
�����������

氏 名 電話番号

会 長 三 橋 栄 子 33－5391

副 会長 久 我 房 子 33－3459

副 会長 篠 原 恵 子 33－6032



近年は､ 核家族化､ 都市化の進展､
女性の社会進出などにより､ 育児の
環境が大きく変化しています｡
町では､ 子育てと就労の両立支援
策として､ 保護者の仕事の都合で病
気の回復期にあるお子さんを自宅で
みることが困難な期間､ 一時的にそ
のお子さんをお預かりする乳幼児健
康支援一時預かり事業を行っていま
す｡

��������	�
��

○お子さんが､ 風邪､ おたふく､ 水
痘､ 麻疹､ 風疹などの状態で､ 保
護者が働いていて子どもの看病が
できないとき｡
○保護者が､ 傷病､ 事故､ 出産など
のため､ 子どもの世話ができない
とき｡
○家庭の事情で､ 一時的に子どもの
世話ができないとき｡

町の保育所では､ 子育てに悩んだ
り交流の場を求めたりしているお父
さんやお母さんたちの手助けになれ
ばと､ 園庭開放やおやつ作りを実施
しています｡ ぜひ､ ご参加ください｡
� � ７月31日(土)10時から正午
��� 健康管理センター
� � 手作りピザ､ 海老せん､ 中

華白玉
� � 町内在住の4・5歳児の親子
	
� 親子で２００円
�� エプロン､ 三角巾､ ふきん
※飲み物は各自持参してください｡
��� ７月12日(月) (土日は除く)
� � 先着２０組
��������� 住民課

電話３３－２１１１(内111)

� � 病児保育所 ラッコッコ
�  白子町北高根２３８９－１
!"#$ 午前７時～午後７時
※木・日曜日､ 祝祭日はお休みです｡
%&
'

一般 １日 ３,５００円
半日 ２,０００円

()*+,-./0123425

-67-
'

１日 ２,５００円
半日 １,５００円

(いずれも昼食・おやつ付き)
89:;�<;=>?@A

�����

住民課児童係
�33－2111 (内111)

病児保育所 ラッコッコ
�33－1188

長生健康福祉センターでは､ 配偶
者やパートナーからの暴力に悩んで
いる方のＤＶ (ドメスティックバイ
オレンス) 相談を行っています｡
身体的な暴力だけでなく､ 精神的､
経済的､ 性的なあらゆる形の暴力に
ついて専門の相談員が電話や面接で
相談に応じます｡
匿名での相談も可能で秘密は厳守し
ます｡
BC DE (毎週火曜日・予約制)
��� 長生健康福祉センター

茂原市茂原１１０２－１
(長生合同庁舎内)

BFGDE (月～金曜日９～17時
祝祭日は除く)

DE�HI �２２－５５６５
� & J 


� � ７月10日(土) 8:00集合
��� 市原市京葉射撃倶楽部

(市原市犬成９６１)
K L トラップ・スキート

75個撃ち
��� 当日会場で受け付けます
※長生郡民体育大会 (クレー射撃)
も併せて開催されます｡

� � ７月19日 (祝) 8:30集合
雨天の場合は7月25日 (日)

��� 県立自然公園多目的広場
(町営テニスコート脇)

MNOP 町内在住または勤務者
��� 教育委員会窓口で所定の用

紙に記入してください｡
��� ７月８日(木)
※スティック・ボールが必要な方
はお貸しします｡

� � ５月26日(水)
��� 房総カントリークラブ

大上ゴルフ場
優 勝 今 関 和
準 優 勝 鵜 澤 正 和
３ 位 市 川 佳 英
女子優勝 石 渡 和 江
ベスグロ 今 関 和

� � ５月28日(金)
��� 関高齢者スポーツ広場
優 勝 ｢はまゆう｣
準優勝 ｢りんどう｣
３ 位 ｢五 井｣

������(��)
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教育委員会 生涯学習課
�33-2111(内421)
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町では､ 敬老の日の行事の一環と
して､ 結婚50周年を迎えられたご夫
婦に毎年記念品を贈っています｡
対象となるご夫婦は､ �����

���までに保健福祉課へご連絡くだ
さい｡

※白子町に本籍のない方は､ 戸籍謄
本を添えてください｡
	
�� 保健福祉課 福祉係

�33－2111 (内180)

��������

����������������

��� !"

#$% 無料
○申し込みは不要です｡
直接､ 海岸にお集まりください｡
	
�� 商工観光課

�33－2111 (内251)

稲の病害虫は､ イモチ病やカメ虫
類など多種多様で､ 安定生産や品質
向上に病害虫の防除はかかせません｡
そこで､ 人手を省き､ しかも効果の
大きいヘリコプターによる病害虫防
除を次のとおり行います｡
天候等により順延する場合がありま
すのでご了承ください｡
& ' ７月17日(土)

午前4:30頃～8:30頃まで
( ) 町全域
※ただし､ 住宅地 (混在地) 周辺や
他の作物耕作地周辺は除きます｡
*+,- ビームエイトトレボンゾル
	
�� 産業課

�33－2111(内142)

& ' ７月15日(木)10:00～11:30
&./ 青少年センター視聴覚室
0 1 講座 肥満とは･･･

肥満の改善と予防
2 3 日本痩身医学協会会員

メディカルマイライン院長
鶴 岡 昌 代

#$% 無料
4 5 20名 (要予約)

定員になり次第締切り
6789	
��

�043(292)7199メディカルマイライン

不要なアイドリングは余分な燃料
を消費し､ 地球温暖化や大気汚染の
原因になり､ 近隣へ騒音の影響も与
えます｡
千葉県では､ 環境保全条例により
自動車駐停車中はエンジンを停止す
ることが義務付けられています｡ ま
た､ 20台以上駐車スペースのある駐
車場の設置者は､ 看板などを建てて
アイドリング・ストップの周知をし
なければなりません｡
�:;<=>?@ABC�DEF
�
G

�HI>J>KLMEN�O�!�.&"

	
�� 千葉県大気保全課

�043－223－3810

海上での事件・事故の緊急通報用
電話は､ 局番なしの����です｡
加入電話や公衆電話､ 船舶電話､
携帯電話でも通報できますので､ 海
での人命・船舶の緊急事案に遭遇し
た､ 又は不審な船を発見したときは
������PQRS�へ連絡を！

TUVW…応募者の飼育している犬・
猫の写真３枚までと､ しつけな
ど適正飼育についてのコメント
を添えてください｡ (400字詰原
稿用紙１枚以内)

X;Y…Ｌ版 (通称サービス版) で､
すべての写真の裏に住所・氏名・
電話番号を記載｡

TUZ[…県内在住(プロ･アマ不問)
U\]^…８月１日～８月31日
TU9	
��

〒260-0854 千葉市中央区長洲2-22-6
財団法人 千葉県動物保護管理協会

�043(221)2364 FAX043(221)2368

������ (��)

������
千葉社会保険事務所では､ 毎月１回出張年金相談を行っています｡
毎回､ 相談者が多く､ 一人ひとり時間がかかるため､ 受付開始時間を

１時間早めました｡ 相談を希望する方は､ 内容によって年金手帳など必
要なものがありますので事前に役場へお問い合わせください｡
& ' ７月22日(木)・８月26日(木) _`aGb�cdefg�
& . / 茂原市役所 市民室
	
�� 保健福祉課 年金係 �33－2111 (内123)

��������	
�� �������������� ����� !"#$�%%

����
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７月24日 (土)
午
前
９
時
か
ら

中里海岸
７月25日 (日) 五井海岸
７月31日 (土) 五井海岸
８月１日 (日) 中里海岸
８月７日 (土) 中里海岸
８月８日 (日) 五井海岸

789:;�7

<=>�?@ABC��D�E

�������



� � ７月25日(日) 10時～
��� 青少年センター (ホール)
��� 無 料
�	
�� 生涯学習課

�33－2111 (内422)

� � ８月５日(木)午後１～４時
��� 青少年センター視聴覚室
 � 小学生 (定員20名)
� � 凧作り
��� 無料
������ のり､ 凧糸
����� ７月７日～23日
�����	
�� 生涯学習課

�33-2111 (内422)

この宝くじの収益金は､ 市町村の
明るく住みよい街づくりに使われます｡
 !�� ７月12日(月)～30日(金)
 !"# 全国の宝くじ売場 (通信

販売でも購入できます)
$ % & ８月10日(火)
 !'( １枚３００円

� � ８月７日(土)午後６～８時
��� 特別養護老人ホーム光風荘
)*� 豊岡小学校校庭(送迎あり)
� � 盆踊り･太鼓演奏･花火など
�	
�� 光風荘 �34-9100

長生健康福祉センターの家庭児童
相談室では､ 親子関係・不登校・生
活習慣・非行など､ さまざまな問題
に家庭相談員が相談に応じています｡
面接や電話での相談だけでなく､ 家
庭や学校の要請があれば訪問し､ 相
談や援助も行います｡
� � 月～金曜日 ９時～17時

祝祭日､ 年末年始は休み
��� 長生健康福祉センター内

(茂原市茂原1102-1)
 � 乳幼児から18歳未満までの

子ども・保護者
+,"# 面接または電話相談
��� 電話により随時受付
�����	
��

長生健康福祉センター家庭
児童相談室

�22-5167(内234)

昨年の自己破産申立件数は25万件
を超え､ 過去最高となりました｡ カー
ドやサラ金だけでなくヤミ金融や住
宅ローンの多重債務による破産や悪
質な取立てなどによる被害も後を絶
ちません｡
千葉司法書士会では多重債務110

番を開設し､ 無料で電話相談と面談
に応じます｡
� � ７月10日(土)・11日(日)

10時～15時
+,"# 電話 (面談希望は要予約)
+,-. 043(243)4144
/,01 千葉司法書士会

043(246)2666
/,2� 千葉司法書士会館４階

千葉市美浜区幸町2-2-1
(JR西千葉駅から徒歩10分)
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3 4 � � ８月２日(月)～８月13日(金)
56789 ９月19日(日)
:�0;<=�>?

� ����� ��	


昭和49年4月2日～昭和58年４月１日生まれの者
� � �  � �


・昭和51年４月２日～昭和60年４月１日生まれの者
・保育士の資格を有する者又は平成17年３月31日までに
資格取得見込みの者

� � � � � �


・昭和51年４月２日～昭和59年４月１日生まれの者
・保健師の資格を有する者又は平成17年３月31日までに
資格取得見込みの者
※いずれも学歴は問いません

89�@A 一般行政職上級 大学卒程度
保 育 士 職 短大卒程度
保 健 師 職 短大卒程度

5B789 /C�DE

�����	
�� 役場総務課 �33-2111 (内線221)
(申込用紙は総務課にあります)
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���� 内科・小児科 茂原市八千代1－5－4 (茂原消防署のうら)
���� 午後８時～11時まで �２４－１０１１
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